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○保育のねらい：心身の成長を喜び、今まで一緒に遊んだ友達との思い出を振り返りながらプレゼント制作を
楽しむ。

○振り返り

楽しかったこと、嬉しかったこと、悲しかったこと、頑張ってきたことなど入園してから様々な場面と向
き合ってきた子ども達。卒園を控えた子ども達と一緒に今まで過ごした時間を振り返っています。その中
で、一緒に遊んできた友達にプレゼントを作って喜んでもらおうとプレゼント制作に取り組んでいます。

前まで、名前はわからないが遊びに来た年少や年中児と遊んでいた子ども達が、今では、「みんなで作っ
たすごろく作る時におった○○くんに作ってあげよ」「○○ちゃんもおったよね、作ってあげよかなー」
と異年齢での活動を通して初めて知った友達の名前。いつも遊んでいた子の名前を知ることで更に、友達
への思いやりや温かみが子ども達の中で増し、子ども同士の信頼関係か強く築かれたように感じました。

（協同性、道徳性の芽生え、生命尊重）


